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緒言
食物 に求め られ る条件 は生理的 欲求 に見合 う栄養素 を含み、 かつ 、健康 を脅 かす
よ うな毒物 を含 まず、腐 敗 も していな い こ とであ る。 自然界 では動 物は嗅覚や 味覚
に代表 され る化学 感覚 を用 いて体 液の 平 衡に欠 くことので きない電 解質は塩味 に よ
り、エ ネルギ ー源 と しての炭水化 物は 甘 味に より、蛋 白質源 は共存 す るア ミノ酸や
核醇 類 によ り生 じるうま味 によ り主要 な 栄養素の生理的 要求 に答 え るよう食物 を選
択摂取す る。人 間は味わ い、楽 しみ なが ら嗜好性 を無 意識 に形作 って いるように見
え るが、 あ る意 味で は動 物の本 能的選 択 摂取行動 と共通す る現象 と考え られ る。
本研究 では ラ ッ ト及 び ヒ トに於け る味 覚感受性 、味嗜好性 に及 ぼす共通 の変動要
因 と考 え られ る、遺伝 、成長、 加齢 にっ き栄養学的 見地か ら検討 し、両者 におけ る
共通 な部 分が何 で、 ヒ ト特有 な部分 は何 か につ いて考 察 した 。
第1章 う ットにおける味嗜好性に及ぼす変動要因
第1節 食 餌性 たんぱ く質 レベ ルの違 い が食塩 に対す る嗜好 性 に及ぼす影 響
第1節 で は 、 遺 伝 的 に 食 塩 嗜 好 性 の 強 く 、 ヒ ト本 態 性 高 血 圧 症 と 類 似 の 症 状 を 示
す 自 然 発 症 高 血 圧 ラ ッ ト(SHR)と 、 食 壇 嗜 好 性 の ほ と ん ど 認 め ら れ ず 、 食 餌 性 食
塩 負 荷 に 対 し 正 常 血 圧 を 維 持 す るWistar-Slc(Wistar)系 ラ ッ ト、 食 塩 嗜 好 性 を 有
し食 餌 性 食 塩 負 荷 に よ り 血 圧 が 漸 次 上 昇 す るSprague-DawleylSD)系 ラ ッ トの 三 者 を
用 い て 、 食 餌 性 た ん ぱ く 質 摂 取 が 食 塩 嗜 好 性 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。 食
塩 に 対 す る 嗜 好 性 はSHR.SD系 ラ ッ ト,Wistar系 ラ ッ トの 順 に 強 い こ と 、 又 、 系 統 に
か か わ ら ず 食 餌 性 た ん ぱ く質 レ ベ ル が 低 い ほ ど 食 塩 に 対 す る 嗜 好 性 が 強 く な る こ と
が わ か っ た(図1、 図2)。
次 に 、 た ん ぱ く 質 の 味 の マ ー カ ー と 考 え ら れ る う ま 味 物 質 摂 取 が 食 塩 に 対 す る 嗜
好 性 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て も 調 べ た 。 こ れ ら 食 塩 水 の 他 に5mMのL一 グ ル タ ミ ン 酸 ナ
ト リ ウ ム(MonosodiumglutamatelMSG)と イ ノ シ ン 酸 ナ ト リ ウ ム(Disodiumsalts
of5-inosinate,IMP)の 両 者 を 同 時 に 与 え た 場 合 に っ い て 選 択 実 験 を 行 な っ た 。 食
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餌性 た んぱ く質 レベルが 高いほ どうま味物質 に対す る嗜 好性 が強 くな ると ともに食
塩摂 取 が抑制 され た(図3、 図4)。
また 、 うま味物 質の水溶液 の いずれ か を同時 に与 え た場 合、IMP水 溶液 はた んぱ
く質 レベルにかかわ らず摂取 され るの に対 し、MSG水 溶 液は 高たんぱ く質 群で摂取
が多 く、5%た んぱ く質食群(以 下5%群)の 場 合摂取 量が減 少 した(図5)。
以上 の結果 よ り、ラ ッ トにお いて食 塩嗜好 に 系統差 が あ り、遺伝的 因子が関与す
るこ と、 食餌性た んぱ く質 の低下 によ り食塩 嗜好 が 高 まること、 うま味物質 を食塩
と共 に同時 に与 えると にお いて食塩摂 取 が著 しく低下 す るこ とがわ か った。
第2節 食 餌性た んぱ く質及 び ラ ッ トの系統 差 が味嗜 好性 を修飾す るメ カニズム
第2節 では、電 気生理学的 方法 で味神経(舌 前半部 味蕾 を支配す る鼓索 神経)の
味刺 激 に対す る応 答を記録 し、SHRとWistar系 ラ ッ トの食 塩刺激 に対 す る味 覚感受
性 を 比較 した。 また、味覚 受容 の第一段 階であ るラ ッ ト舌 表面 に分布 す る味 蕾 に含
まれ る味細胞の タ ーンオ ーバ ーにおけ る摂取た んぱ く質 レベルや 遣伝的 因子(ラ ッ、
トの系 統)、 そ して、加齢 によ る影 響 碧 ラ ッ トを用 いて 調べた。そ して、 内部環境
と して の血液 の状 態が唾液 組成等 を介 し味覚感 受性 に影 響を及 ぼす と考 え られ るの
で 、食 餌性た んぱ く質 レベ ルを 変えた場 合のSHRの 血中 ア ミノ酸 を測定 し、 うま味
物質 に対す る嗜好 性 との 関連を 調べた。
1、 ラ ッ ト鼓 索 神 経 応 答
SHRとWistar系 ラ ッ ト両 系統 の味感受 性にっ いて革 索 神経の味刺 激 に対す る応答
を比較 した。 その結果、SHRはWlstar系 ラ ッ トと 比較 して低濃度 のNaC1液 に対す る
味 神 経応答 が有 意 に小 さ く塩味 閾値の 上昇 が考 え られ 、高濃度 にな るにつ れて濃度
の上昇 に伴 う応 答が著 しく大 きか った(図6)。
基 本的 な味刺 激 に対す る応答 は両者 に差 は見 られず ナ トリウム塩で あ る食塩水や
MSG水 溶液 にう いてはSHRの 応答 の方が:大きか っ'た(図7}。
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2、 味 蕾 の タ ー ン オ ー バ ー
味 曹 を 構 成 す る 味 細 胞 は 舌 上 皮 細 胞 か ら 分 化 し 、 味 蕾 内 へ 移 動 し 味 神 経 と シ ナ プ
ス を 形 成 す る 。 成 長 期 及 び 老 齢 のWistar系 ラ ッ ト及 びSHRを 用 い て 、 味 細 胞 の 寿 命
を 測 定 し、a,栄 養 状 態 、b,系 統 差 、c,加 齢 、 の 影 響 を 調 べ た 。3H一 チ ミ ジ
ン を 腹 腔 内 投 与 して 細 胞 の 核 に 取 り 込 ま.せ 、 経 時 的 に 追 跡 す る こ と に よ っ て 味 蕾 中
の50%の 細 胞 が 入 れ 代 わ る 時 間(Beidler法 に よ る 寿 命(以 下 タ ー ン オ ー バ ー:tum
over))をinvivoの ミ ク ロ オ ー トラ ジ オ グ ラ フ ィ ー に よ り 求 め た 。 あ わ せ て 、 組 織
学 的 検 索 も 行 な っ た 。
a},た んぱ く質 を中心 と した 栄養状 態 による影 響
SHRを 用 い て 食 餌 性 た ん ぱ く 質 レ ベ ル の 違 い が 味 蕾 の タ ー ン オ ー バ ー に 及 ぼ す 影
響 を 調 べ る と 、5%た ん ぱ く 質 群(以 下5%群)で258時 間 、15%群 で226時 間 と 推 定
さ れ 、5%群 で 舌 上 皮 細 胞 の 分 裂 及 び 分 化 が 遅 延 し た(図8)。 味 細 胞 が 入 れ 代 わ
る 時 間 はBeidler等 に よ る 報 告(250±50時 間)と 一 致 し た 。
b)、 系 統 差 に よ る 影 響
SHRとWistar系 ラ ッ トの 成 長 期(10週 齢}に お け る 味 細 胞 の 味 曹 内 へ の 移 動 を 観 察
す る こ と に よ り 遣 伝 的 要 因 の 影 響 を 調 べ た と こ ろ 、SHRとWistar系 ラ ッ ト の タ ー ン
オ ー バ ー は そ れ ぞ れ253、188時 間 で 、Wistar系 ラ ッ トの ほ う が 味 細 胞 の 入 れ 代 わ る
速 度 が 早 い(図9)。
c),加 齢 に よ る 影 響
高 齢(17カ 月 齢)のSHRとWistar系 ラ ッ ト に お け る タ ー ン オ ー バ ー は11日 間 の デ
ー タ か ら は 味 蕾 内 の ア イ ソ ト ー プ を 取 り 込 ん だ 味 細 胞 の 寿 命 の 正 確 な 数 字 は 求 め ち
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れ ないが 、成 長期 に比 して 、相当延長 して いることが考 え られ る。即 ち、細胞分 裂
速度 が低下 してい る高齢 ラ ッ トでは、 味蕾 内の味細胞 の減数 を寿 命 の延 長 によ り、
代 償 してい る可能 性が ある(図1ω 。
dL味 蕾 の分布
味蕾 の分布 を観 察 した と ころ、成長 期のWlstar系 ラ ットではSHRに 比べ て茸 状乳
頭の数 が多 く、味 蕾数 も多いが、乳頭 あた りの味蕾数、味蕾 内細 胞数 には差 がな かっ
た。 しか し、加齢 に よる味蕾数の減数 及び 組織 の変性は著 しか った。一方 、5%群
のSHRの 味蕾 の数 は、15%群 に比べ て軽度 に減少 していた が、形 態学的変 化は認め
られ なか った(表1)。
3、 食 餌性 たん ぱ く質 レベル と血漿 中 ア ミノ酸の関係
5%群 の ラ ッ トが グル タミン酸 ナ トリウムを濃度が5mMの 場 合は選択 摂i取せず、80m
Mで は摂取 した こと⇒・ら、血漿中 ア ミノ酸 の グル タ ミン酸濃 度に着 目した。15%群
に比べて5%群 で グル タ ミン酸濃度 が 高 まって いた(図1D。 血液 の状態が唾液 の
組成等 を介 し、5%群 の ラ ットの うま味(MSG)に 対す る感受 性の低下 に影響 を及ぼ
す可 能性 が示唆 され た。
以上 の結 果 よ りラ ッ トにお いて、遣 伝、成長や加 齢、そ してた んぱ く質 を中心 と
した栄養状 態 が味覚 受容器、味神経 、血液 の状態を介 して味 覚感受 性及び味嗜 好性
に影 響を 及ぼす ことがわか った。
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第2章 ヒトにおける味覚感受性に及ぼす変動要因
国 民栄養 調査 によ ると、近年我 国ではたん ぱ く質 栄養 状態の改 善 にと もな って、
食1塩摂取 量が大幅 に低下 した。本現 象は第一部 の ラ ッ トでの結果 と一致 す る。 又、
味覚 感受性は、加 齢 にとも な って減 退す るこ とも動 物、 ヒ トに共通 して いる。 一方、
遣伝 的因子 に関 しては ヒ トの感受 性にお いて苦味物 質の一つ であ るフ ェニルチオ カ
ルバ ミ ドIPTCの 特 定濃度 に対す る苦味感受 性の有無 が劣性 遣伝形 質 であ る ことのみ
が報 告され ている。 ヒ トの 味覚感受性や嗜 好性 を研 究す る上でた んぱ く質 欠乏 は先
進国 では困難 であ るの で、遣伝的 因子、加齢 、それ に加え て食 生活調 査 を行な うこ
とによ り、苦味 につい て興味 ある知見が得 られ ると考え以下 の実験 を行 な った。
第2章 では、 ヒ トにお け る種 々の苦味物質 に対す る感受性 、特 に個人差 に着 目し、
加齢 に伴 う変動 にっ いて検 討 した。 研究対象 を幼 児、健常成人 、 高齢 者 と し、実験
心理 学的な手法 によ り調べ た・ 更に・特 定の食物 を摂取す る頻 度・ 個 タの食物 に対
す る好 き嫌 いをス コアー化 して味感受性 との椙関性 を調べ た。 また 、唾液 中成分 に
含 まれ る苦味物質(尿 素)の 量 と味感受性 との椙 関を も調べ た。 苦 味受 容 にK+イ オ
ンチ ャンネルの開 閉が影 響 している こと、 さ らに、苦 味感受性 発現 の抑制 物質 と し
て食塩 が関与 して い るとい う報 告があ るの で、唾液 中のK+とNa+の イオ ン レベル に
つ.いても検 討 した 。
第1節 成人健常 者 にお け る苦 味物 質、尿素 お よび硫酸キ ニーネ、 に対す る味覚 憩
受性
健常成人(18～38歳)52名(男 性19名 、女 性33名)を 被験者 と して、苦 味物質(
尿素お よび硫酸 キニ ーネ(以 下 キニーネ))に 対す る苦味 の知 覚強度 及 び閾値 を調
べた(表1、2)。 ほ ぼ均等 に尿 素に感受性 が高 い(尿 素感 受性)場 合 、 キニーネ
に対 して高い(キ ニ ーネ感受性)場 合、両物 質 に対 し感受性 が同程 度(同 等感巽 性)
場合 の3グ ル ープに分類 す ることがで きた(図12、 図13)。 この 現象 は86%の 再
現率 で認め られ、 食塩 溶液 の皇 味強度 を基 準 に13段 階尺度法 で調ぺ た場 合で も尿素
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感受 性 グル ープ はキニ ーネ感受性 グル ープに比ぺて、 尿素 に対 しては強 く、 キニ ー
ネ に対 して は弱 く応 答 した(図14)。 このことよ り、個 人は種 々の苦 味物 質それ ぞ
れ に対 して 、特有 な苦味知 覚強度 を持 ち、この苦 味感 受'性の 個人差 は遣伝的要因 の
一つ と考 え られ る。
第2節 成人健常者における尿素及びキニーネ感受性被験者の苦味物質に対する味
覚感受性
尿 素 及 び キ ニ ー ネ の 他 に 代 表 的 な 苦 味 物 質(硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 カ フ ェ イ ン 、 ス
ー ク ロ ー ス オ ク タ ア セ テ ー ト(SOA))に つ い て 同 様 に 調 べ た と こ ろ 、 尿 素 感 受 性
グ ル ー プ は 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム に 、 キ ニ ー ネ 感 受 性 グ ル ー プ は カ フ 午 イ ン 、SOAに 対
し て 知 覚 強 度 が 高 か つ た(図15)。 こ れ ら の 苦 味 物 質 に 対 す る 感 受 性 に よ る 分 類 の
他 に 、PTCの 特 定 濃 度 に お け る 味 覚 感 受 性 の 有 無(Tasteτ 及 びNon-taster)に つ い
て も 被 験 者 を 調 べ た 結 果 、 両 苦 味 の 感 受 性 はPTCに 対 す る の 感 受 性 の 有 無 と は 独 立
し て い た 。 即 ち 、 こ れ ら 各 グ ル ー プ と も に 、PTCのTaster及 びNon-tasterを 含 ん で 、
い た(図16)。
以 上 の 結 果 か ら 、 ヒ トで は 苦 味 感 受 性 に お い て 苦 味 物 質 の 化 学 構 造 に 対 し て 特 異
性 が 存 在 す る こ と が 認 め ら れ 、 少 な く と も 次 の3分 類 が 存 在 す る と 言 え る 。1、 尿
素 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、2,硫 酸 キ ニ ー ネ,カ フ ェ イ ン,SOA、3,PTC。 こ れ は 、
Mc8urneyら に よ っ て 行 な わ れ た 穰 々 の 苦 味 物 質 に 順 応 さ せ て 受 容 サ イ トの 分 類 を 調
べ る 交 叉 順 応 の 手 法 に よ り 得 ら れ た 結 果 と 一 致 し た 。
又 、 各 グ ル ー プ の 被 験 者 の 食 生 活 調 査 、 唾 液 中 の 尿 素 、Na+やK+濃 度1と の 間 に 有
意 な 相 関 は な か っ た ご と よ り、 苦 味 物 質 で あ る 尿 素 及 び キ ニ ー ネ に 対 す る 感 受 性 の
・椙 違 は 、 遣 伝 的 因 子 に よ っ て 影 響 を 受 け て い る こ と が 考 え ら れ る 。
第3節 高齢者 における苦味物質に対する味覚感受性
加 齢 に伴 う味覚 感受性 の変化 を調べ る ことを 目的 に、 高齢 者(65歳 以上)の43名
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(男 性12名 、女 性31名)に 対 し、成人 健常者 に対 して行 な った手 法(第 一章参照)
と同様 の方法 で調べ た。
高齢 被験 者では キニ ーネ感受性 の人 は ほとん ど存在せず 尿素感 受性:又は、尿素及
び キニーネに同等 に感 じる同等感受性 の2グ ル ー プだ けに分類 された(図17、 図12)。
尿素 に対す る閾値 につ いては健常成 人 と同水準 で有 意な差は認 め られ なか った が、
キ ニーネに対す る高齢者 の閾値は有意 に 高か った(P〈0.007)。 加 齢 にと もな って
キ ニーネに対す る感 受性 が低 くなるこ とがわか った。
第4節 幼児における苦味物質に対する味覚感受性
幼児(3～8歳 》40名(男 性24名 、女性16名}を 被験 者 と して、苦味 物質 であ る尿素,キ
ーネそれ ぞれにっ いて、 濃度の違 う2点 のサ ンプルか ら1点 を選 ばせ 、 こ.の作業 を
繰 り返 しなが ら、最 終的 に最適嗜好 濃度 を求め る手法(ト ラ ッキ ング法)に よ り、
味覚感受 性につ い て調べ た。加え て、 幼 児 と成 人 の最適 嗜好濃度 を 比較 す る必要 性
か ら、健常成人 につ いて も同 じ手法 を用 いて味 覚感受性 を調べ、 幼 児と比較 した。
各苦味物質 に対す る幼 児20例 の最適 嗜好 濃度 の ヒス トグ ラムを見 ると、尿素 で幼
児の場合 に脱 イオ ン水を 選択 した例 が多 い ことか ら、幼児は成 人 に比べて尿素 に敏
感 であ るもの考 え られ る。一方、幼 児 にお け るキ ニーネの ヒス トグラ ムは ほとん ど
成 人 と一致 し、 この ことよ り、3～8歳 の時 点で すで に成人 と同等 の キニ ーネに対 す
る苦味感受性 を持つ ことが示唆 され た(図18)。
第3節 で高齢 者 でキ ニーネ感受性 の例 がほ とん ど見 られ なか った こととあわせ て
考 え ると、尿 索に対す る味覚感受性 は3～8歳 の 幼児 では低 濃度 の ものを好み 、成 人
し加齢後 でも一定 の味覚 感受性 を維 持す る一方 、 キニ ーネ の場 合 は、3～8歳 児では
成 人 と同 レベルの苦 味感 受性を もつ が、 高齢化 す るにつれ て減 退 して い くもの と考
え られ る。
以上の結果 よ り、 ヒ トでは、PTCの 劣性遺 伝形 質 とは異な る2つ 以 上の苦 味感受性




味覚 の感 受性 の変動要因 には遺伝、 食体験 の他 に体調 、薬 物の使用、 ホルモ ンの
分泌や 加齢 、環境等 の影響、更 には肥満 や糖 尿病、 高血 圧症 等代謝性疾 患が知 られ
て いる。 受 容 され た味覚情報は 摂取 した食物 の 良否 の判 断 を し、食思 を高め、咀噛
を促 し、更 に唾液 をは じめ と した消化液 の分 泌や 消化管 の蠕 動な どの消化 吸収に 関
与す る。 これ らは当然栄養状態 に反映 され なん らかの異 常 が生 じると味 覚感受性 及
び嗜 好性 の変花 が起 こるとの仮 説(図19)の 基 に味覚 を修 飾す るメ カニズ ムを探 る
目的 で実験 を行 な った。
本研 究 の結果 よ りラ ットにお いて、 食塩嗜 好 に系統差 が あ り、 遣伝的 因子が関与
す るこ と、 食餌性 たんぱ く質の 低下 によ り食 塩嗜好 が 高 まる ことうま味 物質を食 塩
と共 に同時 に与え ると高たん ぱ く摂取 にお いて食 塩摂取 が著 しく低下す る・こと、 遣
伝、成 長や 加齢、 そ してたん ぱ く質 を中心 と した 栄養状 態 が味受 容器、 味神経、 血
液 の状態 を介 して味覚感受性 及び嗜 好性 に影響 を及ぼす こ とが 明 らかとな った。
ヒ トで は、PTCの 劣性遣伝形質 とは異な る2っ 以上 の苦 味感受性 が存 在 し、感 受 、
性 の個人差 と して3分 類 できる こと、苦味物 質 の化学構 造 に対 し特異性が存在す る
こと、加 齢 によ り減退す る感受 性 と しな い感受性 が ある こ とが 明 らかとな った。
成 長、加 齢 を通 して苦味感受 性の 発現、 機能維 持 を研 究す るに とは本 来毒物 を見
分 け るた めの セ ンサ ーと して働 いた と考 え られ る苦味 受容 シークエ ンスが本能的 に
食べ られ る苦味物 質を識別 してい く上で どの ように機能 が 分岐、 発展、衰退 してい
くのふを 考 え るの に役立つ と思われ る。,
本研 究は ヒ トにおけ る味覚の受 容 メカニズ ム及び 味嗜好 性 の変 動要因を解 明 し、
味 覚 の生 体 にお け る役割 を考 え る上 で有 用 と考 え られ る。 将来 の課題は、 ヒ トにお
け る苦 味 と栄養 状態の関 係、食生活 、食 習慣 、人種等 の 因子 にっ いての 日米 比較 研









































































































5%含 む食餌を与えた群{上 図}と15%含 む食餌を与
えた群1下 園 を比較 し、5匹 の ラヲ ト1日 当たりの
横取糞でまとめた。ほとんど掻取 しない水溶液のデ
ー.タは.図よ.り省略 した◎
図2、 系読の轟なるラ7 .トにおける食餌性たんぱ く.質の食塩摂取 に及
ぼす影蟹
晴製全鼻たんぱく質`P肝iliε4昭8阿0短 団:PE円 を5.%、IO%.
15%含 む飼料を隅製 して与えた.脱 イオ ン水、潰度の異なる食





























































































































































図3・ 自然雑 融 圧ラ励(㈱



























図4・ 系統の異なるラ・トにおける鰯 性たん ぱく質及びうま勅 質
の.食塩摂取.に及ぼす影響
請製全輿たんぱ く質IPori【io`昭 呂pro琵inlPEP}を5% 、IO銘 、
15%含 む飼科を濟製 して与えた。
説 イオン水と濃度の畢なる食塩水を選択 きせ たときの20日 悶の
5匹 のラ・トあた り囎 職 を上図に.雌 イ才
.ン級 ぴ甑 の
異なる蝋 水と共にうま勅 質で..ある5陪肺SGと.蹄 四Pを 馴











SOω 刊ρN旧 了AKEF・ 臼4・・AYS(L,
図5、 自然発庄高血圧 ラット(S淑)の うま味物質に対する嗜好性と
食餌性たん畳まく質の影響
S脈 に説イオン水食塩水と洪にうま柴物貫である5酬 鵬G支1‡.






























図6.自 然発症高血圧ラッ ト(S服 》.と南駅訂渠ラ7ト の喋挿鶴









































































































































































図9.、 自 然発 匠 高 血圧 ラ ッ ト(.SHR)と 暇st .M系 ラ ッ トの味 細 胞 の寿 命.
市 販 餌料 を 与 えた 。
図10、 老齢層i5畳量r系ラ7ト 及び自然発.症高血圧ラ7ト く鋸R》 におけ る集圖胞の
柴曾.への移動.
味細胞の分化が戚熟ラットに比べ遅.く嬉禽を綱寝.する50%の 味鰯馳が






Sセ融hO歴 ム2●Dbt閃 瞳剛国r"剛 噛罰属 「τ艦■匿』鳳算..G画 輌
億臨9尉 困 蹴輝h曜 幽臨自 励 鴨 ●幽 凶

































胸d願働曲 膨顧燗 山叫76"牌 .,甦 ハm幽P解 繭●●・o鵬●』雌憎
㎝ 顧o飢酬¢■劇h㎞9● 巾i5●脚 冒創●◎騨 闘剛b7.m-16001・
衰1、 ラ7ト 茸状靴頭中の柴.蟹数及び味奮.中の味細胞敗










(上 段)更 に5鵬盤鵬Gを 加えて与えた場含(下 段)と に分けて
比絞した,
CO閥C日 闇[『臓鷹1口0閥.OFS了 闘隔UL画蜘rSOI .UlrlO翻
τ蹴5駒go● u陥 嘱尉 ou劇 睦願恥





















蛇 ・脳 の苦味嫉 及び娩 の5段 鱒 度希糊
練 肋 厳 の厩 齢 ものをs且岨 と』して鵬Sl。P5ま でを
示した。各呈味水溶液の濃度は味覚噴鐘上で集冗強匿が同等に











































































畿3渚 勅 凱 駄 及び職 牝 一ネ助1鰍 廠 麟 鞠
轍 キニーネ剛1翼mEで 衰軟 示した。





















輔3輔 臼亀44亀60輔5曳 馴 曳68 、67勾
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図12嘩 融 人におけ る騨 及びキ.ニーネ闘 す る舐 の蹴
強震の分布
得 られ た 知服 蹴 串 ・P・。P。・li。・・liOl…ily,、 【1昭、
臼 キ ニ ーネの 知寛 甑 の 鮒 笛/1殿 の 知 舳 動 台描
+キ ニ ー ネの 知寛 甑 の 合 計 馴 を図 中1こ 示 した
。
各 菟 囲毎 に つ いて まとめ 分 布 を 調べ た 。
。・5忌o・o陸 聴.感 難 グル .一ブ、.o、4陳 融 腱 顧 性 グル
ー プ .0.56以 上 を キ ニ ーネ 感 受
.性グルrプ と分 願 した。


























図13・ 鵬 邸 に
.おける駄 及びキニ ー禰 苦勅 知覚強歴

































































































いて、表2に 示 した各5種 顛の希駅水溶漉により、食塩水を











図16、 駆常成 人の尿 案及びキニ ー.ネに対する感受性の梱逗とPTC
感受性の有.無との関係








































示 した各5種 顛の雷釈水濤液.による.苦 味の知寛強度を.
尺度法にて騨価した。

















理 .P臼。P。脚N^口 糀 圃slTV脚 榔
1恥 塁n巳n●.'〔Ur餉φ.伽lnln● ⊃1
。 。澗 輔 ・耕 ・ 縣 ・ 齢 一 雑 対す 構 の 蝿
強 度 の 分布.
縛 られ た 知 覚強 度 比 軍IPro,orlio瞳1面1εnsilrr81」085
レ
〔〔キニ ーネの知覚強度の合計櫨/1尿 索の知寛強度の合計














































図 【9噛 陽…寛 感 受 燈主と嗜 好 聖主に関 わ る 変動 嬰因
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審 査 結 果 の 要 旨
味にたいする味掌感受性および嗜好性が,食 習慣,す なわち学習に大きく関係していることは




第1章 においては,ラ ットたおける味嗜好性に及ぼす変動要因について検討し,学 習だけでな
く,マ ウスの系統によって食塩嗜好が異なること,そ して栄養条件 とくに食餌中タンパク質 レベ
ルによって食塩嗜好が大きく左右され,低 タンパク質食では,食 塩嗜好が高 くな り,食 塩摂取量
が増えることなどを実験的に証明した。すなわち,食 塩嗜好に,遺 伝的因子ならびに栄養条件が
大ぎく関与す ることを明らかに した。また,う ま味物質を食塩 と共に同時に与えることによって
食塩摂取量が著 しく低下することを示し,う ま味の減塩効果を明らかにした。




れる可能性を示唆 し,味 と栄養との関わ りを知る有力な手がか りを示した。
第2章 では,ヒ トにおける種々の苦味物質に対する感受性,特 に個人差に着目し,加 齢に伴 う
変動について検討 した。その結果,ヒ トでは,PTCの 劣性遺伝形質とは異なる2つ 以上の苦味感
受性が存在し,感 受性の個人差として3つ に分類できること,苦 味物質の化学構造に対 し特異性
が存在すること,加 齢により減退する感受性と減退 しない感受性があることなどを明らかにした。
成長,加 齢を通 して,苦 味感受性の発現,機 能維持を研究することは,本 来毒物を見分けるた
めのセンサーとして働いたと考えられる苦味受容シークエンスが,食 べられる苦味物質を識別 し
てい く上でどのように分岐,発 展,衰 退してい くのかを考える上に貴重な示唆を与えた。
本研究はヒトにおける味覚の受容メカニズム及び味嗜好性の変動要因を解明し,味 覚の生体に
おける役割を考える上で,ま た味覚に対する栄養の関与を考える上で,重 要な手がか りを与え,
栄養学の発展に貢献 した。 よって,著 者は博士(農 学)を 授与されるに充分な資格を持つと.判定
した。
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